
広　報
広　報
ひ
が
し
よ
し
の

ひ
が
し
よ
し
の

P9〜
10

P24〜
25

P33

P36

中
学
校
卒
業
式
・
こ
ど
も
園
卒
園
式
・

中
学
校
卒
業
式
・
こ
ど
も
園
卒
園
式
・

小
学
校
卒
業
式

小
学
校
卒
業
式

村
民
が
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
・

村
民
が
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
・

事
業
に
つ
い
て

事
業
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
事
業
の
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
事
業
の
お
知
ら
せ

職
員
人
事
異
動

職
員
人
事
異
動

広　報
ひ
が
し
よ
し
の

2
0
2
6

2
0
2
6

VoL.636
VoL.636

（
令
和
８
年
）

（
令
和
８
年
）

４
月
号

４
月
号

2
0
2
6

VoL.636

（
令
和
８
年
）

４
月
号



令
和
８
年
度
骨
格
予
算
決
ま
る

手
当
に
さ
ら
に
、
こ
ど
も
１
人
当
た

り
１
万
円
の
追
加
給
付
と
、
村
民
１

人
あ
た
り
３
万
円
の
物
価
高
騰
地
域

振
興
券
を
発
行
す
る
経
費
、
水
道
料

金
に
つ
い
て
公
共
施
設
を
除
く
家
庭

向
け
と
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
の
12
月
か
ら
３
月
の
４
か
月
分

の
基
本
料
金
免
除
分
を
補
填
す
る
た

め
簡
易
水
道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金

の
補
正
で
あ
り
、
年
度
内
執
行
を
行

う
た
め
、
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で

す
。

○�

東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予

算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
物

価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

住
民
や
事
業
者
へ
、
水
道
料
金
の
負

担
軽
減
を
行
う
に
あ
た
り
、
事
業
実

施
経
費
と
、
財
源
調
整
す
る
も
の
で

　

令
和
８
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会

が
、
３
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
７

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
制

定
や
一
部
改
正
、
令
和
８
年
度
の
骨

格
予
算
と
し
て
、
一
般
会
計
・
各
種

特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
会
計
の

当
初
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
専
決
処
分
報
告

○�

東
吉
野
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

○�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

○�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

す
。

○�

東
吉
野
村
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
去
る
２
月

８
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

係
る
執
行
経
費
の
補
正
で
、
衆
議
院

解
散
が
１
月
19
日
に
発
表
さ
れ
た
の

で
、
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
や
む
な

く
同
日
付
を
も
っ
て
専
決
処
分
を
し

た
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
児
童
福

祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
、
本
村
に
お

け
る
当
該
事
業
の
適
切
な
運
営
及
び

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

職
員
の
配
置
、
施
設
の
設
備
及
び
運

条
例
の
一
部
を
改
正

○�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

　

令
和
７
年
度
人
事
院
勧
告
等
に
準

じ
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
年
内
支
給
の
関
係
で
専
決
処
分

を
し
た
も
の
で
す
。

○�

東
吉
野
村
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
政
府
に
お

い
て
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
と
し
て
、
児
童
手
当
受
給
世
帯
に

対
し
こ
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
の

給
付
金
が
決
定
さ
れ
た
た
め
事
業
実

施
に
係
る
経
費
と
、
こ
れ
に
加
え
て

村
独
自
に
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
子
育
て
世
代
や
、
住
民
生
活
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
子
育
て
応
援
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「
た
か
す
み
の
里
」
の
３
施
設
の
管
理

に
お
き
ま
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら

奈
良
交
通
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者

に
指
定
し
、
民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
て
堅
実
な
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
令
和
８

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
３
年
間
の

指
定
管
理
期
間
が
満
了
と
な
る
に
あ

た
り
、
バ
ス
運
行
業
を
は
じ
め
広
報
、

宣
伝
等
の
集
客
手
段
に
独
自
の
能
力

を
有
し
、
３
施
設
と
路
線
バ
ス
と
の

相
乗
効
果
に
よ
る
利
用
客
増
加
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
奈
良

交
通
株
式
会
社
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。

◆�

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
２
４
４
万
３

千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
基
金
へ
の

積
立
金	

１
６
万
１
千
円

・�

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
基
金
利
子

積
立
金	

７
万
円

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆�

東
吉
野
村
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
一
部
を
改
正

　

個
人
情
報
の
開
示
決
定
等
の
期
限

を
、
本
村
の
情
報
公
開
条
例
に
あ
わ

せ
15
日
以
内
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第

83
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
期
間
、
30

日
以
内
よ
り
短
い
こ
と
か
ら
、
特
例

と
し
て
同
法
第
84
条
の
期
間
に
相
当

す
る
期
間
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
る
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
効
力
が
令
和
７

年
12
月
31
日
を
も
っ
て
失
わ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
に
定
め
て
い
る

同
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
の
部
分
を

削
除
す
る
も
の
で
す
。

・�

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対

応
支
援
委
託
料	

△
４
１
８
万
円

・�

情
報
シ
ス
テ
ム
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
利
用
料	

△
８
５
９
万
円

・�

空
き
家
活
用
調
査
委
託
料

	

△
１
０
０
万
円

・�

駐
車
場
整
備
工
事	

△
１
４
０
万
円

・�

村
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助

金	

△
１
３
１
万
円

・�

財
政
調
整
基
金
利
子

	

５
１
万
３
千
円

・�

基
本
財
産
基
金
利
子	

９
千
円

・�

減
債
基
金
利
子	

４
７
万
７
千
円

・�

災
害
救
助
基
金
利
子	

２
万
１
千
円

・�

減
債
基
金
積
立
金	

２
万
１
千
円

・�

財
政
調
整
基
金
積
立
金	

１
億
円

・�

地
積
調
査
委
託
料

	

△
１
２
２
３
万
９
千
円

・�

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

	

△
４
６
５
万
円

・�

口
座
振
替
済
通
知
書
印
刷
経
費

	

△
１
０
万
７
千
円

・�

振
り
仮
名
市
町
村
長
記
録
対
応
業

務
委
託
料	

△
７
０
万
８
千
円

・�

戸
籍
シ
ス
テ
ム
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
利
用
料	

△
３
８
１
万
７
千
円

◆�

東
吉
野
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
公
安
職
俸
給
表
改
正
を
受
け
、

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改

正
が
公
布
さ
れ
、
非
常
勤
消
防
団
員

等
に
対
す
る
損
害
補
償
に
か
か
る
補

償
基
礎
額
及
び
扶
養
に
か
か
る
補
償

基
礎
額
の
加
算
額
等
が
改
正
さ
れ
、

令
和
８
年
４
月
１
日
施
行
と
な
っ
た

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◆�

東
吉
野
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更

　

現
在
の
計
画
期
間
が
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
す
る

に
あ
た
り
、
数
値
等
時
点
修
正
を
加

え
、
本
過
疎
計
画
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

◆�

公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者

の
指
定

　
「
ふ
る
さ
と
村
」、「
や
は
た
温
泉
」、
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・�

償
還
金
及
び
長
期
借
入
金
利
子

	

２
３
２
万
７
千
円

・�

土
地
開
発
基
金
利
子
積
立	

１
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
２
８
億
６
８
４
７
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
予
算
を
補

正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
４
０
万
１
千
円
の
補
正
で

す
。

・�

口
座
振
替
済
通
知
書
印
刷
経
費

	

８
万
１
千
円

・�

出
産
育
児
一
時
金	

△
１
０
０
万
円

・�

納
付
金
（
一
般
被
保
険
者
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
分
）	

６
４
万
５
千
円

・�

納
付
金
（
介
護
納
付
金
分
）

	

５
６
万
３
千
円

・�
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
利

子	

１
０
万
３
千
円

・�

国
庫
支
出
金
返
納
金	

９
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
２
億
５
９
５
６
万
８
千
円
と

・�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負

担
金	

△
１
４
１
万
６
千
円

・�
た
か
す
み
の
里
光
熱
水
費

	

△
１
３
５
万
５
千
円

・�

ふ
る
さ
と
村
空
調
設
備
改
修
工
事

	
△
１
７
９
万
９
千
円

・�

た
か
す
み
温
泉
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
経
費

	

△
１
４
万
５
千
円

・�

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

	

△
２
５
１
万
円

・�

移
住
支
援
補
助
金	

△
２
０
０
万
円

・�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

繰
出
金	

△
６
６
万
６
千
円

・�

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

	

△
４
３
９
万
８
千
円

・�

児
童
手
当
費	

△
１
３
５
万
５
千
円

・�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

△
１
０
２
万
１
千
円

・�

各
種
健
診
委
託
料
、
予
防
接
種
委

託
料
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金
、
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
助
成
金
、
不
妊
治
療

費
用
助
成
金	

△
７
６
９
万
６
千
円

・�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助

金	

△
２
３
１
万
２
千
円

な
り
ま
し
た
。

◆�

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、

・
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

	

△
５
万
円

・
国
庫
支
出
金
返
納
金	

５
万
円

の
補
正
で
す
。

◆�

令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
議
決

　

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
は
、
骨
格

予
算
と
し
て
一
般
会
計
２
５
億
３
９

１
４
万
７
千
円
を
は
じ
め
、
学
校
給
食

事
業
費
特
別
会
計
３
０
４
０
万
２
千

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

２
億
４
４
１
３
万
７
千
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
４
億
９
５
８
９
万
９
千

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

６
１
１
３
万
８
千
円
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
２
億
１
４
６
４
万
８
千
円
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
要
事
業
等
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

・�

宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

△
１
０
４
万
７
千
円

・�

有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補

助
金
、
農
産
物
生
産
奨
励
補
助
金

	

△
１
８
０
万
円

・�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
係
る
経
費

	

△
４
５
４
万
６
千
円

・�

有
害
獣
駆
除
報
償	

△
７
０
万
円

・�

混
交
林
誘
導
整
備
事
業
経
費

	

△
１
４
３
６
万
１
千
円

・�
森
林
環
境
整
備
促
進
基
金
利
子

	

１
２
万
６
千
円

・�

山
村
振
興
事
業
費

	

△
３
０
６
万
７
千
円

・�

観
光
費
に
お
け
る
報
償
費
及
び
旅

費	
△
８
７
万
１
千
円

・�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

及
び
耐
震
改
修
補
助
金

	

△
６
０
万
円

・�

防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
費

	

△
９
３
５
万
１
千
円

・�

大
字
萩
原
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
負
担
金	

２
６
万
９
千
円

・�

中
黒
運
動
公
園
電
気
代

	

△
７
４
万
９
千
円
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地方消費税交付金 44,430
地方譲与税 38,449
諸収入 20,492
使用料及び手数料 14,170
財産収入 6,631
寄附金 4,820
繰入金 4,343
株式等譲渡所得割交付金 2,055
法人事業税交付金 1,586
分担金及び負担金 1,544
配当割交付金 1,406
利子割交付金 518
地方特例交付金 516
環境性能割交付金 81
    合    計 141,041（5.6%）

議会費 42,892
商工費 27,602
予備費 10,000
災害復旧費 2,500
諸支出金 145
上記合計 83,139（3.3%）

民生費
419,448（16.5%）

地方交付税
1,330,000
（52.4%）

総務費
750,523
（29.5%）

繰越金
544,403
（21.4%）

県支出金
113,356（4.4%）

村税
128,820（5.1%）

消防費121,215（4.8%）

農林水産業費 
204,083（8.0%）

教育費
276,056（10.9%）

公債費
291,681（11.5%）

土木費181,831（7.2%）

25億3,914万7千円 25億3,914万7千円

衛生費
211,171（8.3%）

村債
93,100（3.7%）

国庫支出金
188,427（7.4%）

主
な
用
語
の
説
明

●
地
方
交
付
税

　

国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
財
源
と

し
て
国
か
ら
村
の
人
口
な
ど
が
基
礎
に
な
っ

て
地
方
へ
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
補
助
金

等
と
は
異
な
り
そ
の
使
途
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

●
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

　

教
育
や
建
設
、
災
害
な
ど
の
ほ
か
、
国
の

事
業
・
事
務
を
村
で
す
る
と
き
に
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
使
い
道
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

●
村
税

　

村
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
県
支
出
金

　

県
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
や
県
の
補
助
要

綱
等
に
見
合
っ
た
も
の
で
村
が
行
う
事
業
・

事
務
に
対
し
て
そ
の
一
部
を
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

●
村
債

　

簡
易
水
道
や
道
路
の
整
備
、
建
設
の
事
業

等
を
行
う
と
き
に
村
が
資
金
確
保
の
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
借
金

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
借
金
が
一
般
の
企
業

や
家
庭
と
同
じ
で
、
予
算
に
し
め
る
割
合
が

多
い
と
今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な

り
、
思
う
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
税
で
集
め
ら
れ
た
お
金
を
、
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

●
地
方
譲
与
税

　

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
を
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
あ

る
程
度
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
諸
収
入

　

村
の
預
金
利
子
や
ご
み
証
紙
の
販
売
代
金

等
雑
入
で
す
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　

み
な
さ
ん
が
村
の
施
設
を
使
用
す
る
と
き

や
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
等
の

交
付
を
受
け
る
と
き
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
財
産
収
入

　

村
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
の
貸
付
収
入

や
積
立
金
の
預
金
利
子
、
村
有
財
産
の
売
却

な
ど
の
収
入
で
一
般
財
源
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
寄
附
金

　

住
民
や
団
体
等
か
ら
い
た
だ
く
寄
附
金
で

す
。

●
繰
入
金

　

一
般
会
計
、特
別
会
計
及
び
基
金
の
間
で
相

互
に
資
金
を
運
用
す
る
も
の
で
、他
の
会
計
・

基
金
か
ら
そ
の
会
計
へ
資
金
が
移
さ
れ
ま
す
。

●
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　

株
式
等
譲
渡
所
得
割
収
入
額
に
一
定
の
率

を
乗
じ
て
得
た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額

に
応
じ
て
県
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
法
人
事
業
税
交
付
金

　

一
部
制
度
改
正
に
よ
り
法
人
税
割
減
収
と

な
る
た
め
法
人
の
事
業
税
の
一
部
が
県
か
ら

配
布
さ
れ
ま
す
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

村
が
行
う
事
業
な
ど
で
受
益
者
に
事
業
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

●
配
当
割
交
付
金

　

配
当
割
収
入
額
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て
得

た
額
の
一
部
が
個
人
県
民
税
額
に
応
じ
て
県

か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
利
子
割
交
付
金

　

貯
金
の
利
子
に
か
か
る
税
金
を
市
町
村
に

配
分
さ
れ
る
お
金
で
、
一
般
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

●
地
方
特
例
交
付
金

　

税
制
改
正
に
よ
る
減
税
に
伴
う
地
方
税
の

減
収
額
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
環
境
性
能
割
交
付
金

　

み
な
さ
ん
が
自
動
車
の
購
入
時
に
納
め
ら

れ
た
お
金
で
、
村
内
の
道
路
の
延
長
や
面
積

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
道
路
関
係

の
予
算
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
、
税
務
、
戸
籍
、

統
計
、
選
挙
な
ど
村
の
総
括
的
な
事
務
に
使

う
お
金
で
す
。

●
民
生
費

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
医
療
へ
の
助
成
な

ど
に
使
う
お
金
で
す
。

●
公
債
費

　

村
債
返
済
の
た
め
に
支
払
う
お
金
で
す
。

●
教
育
費

　

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
運
営
や
文
化

財
保
存
、
体
育
施
設
の
管
理
、
生
涯
学
習
の

場
の
提
供
等
、
教
育
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
衛
生
費

　

予
防
接
種
や
各
種
検
診
等
の
保
健
関
係
と
、

ゴ
ミ
処
理
等
の
衛
生
関
係
に
使
う
お
金
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費

　

木
材
の
販
路
拡
大
や
特
産
品
の
開
発
等
の

た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
土
木
費

　

道
路
・
河
川
等
の
整
備
や
維
持
に
使
う
お

金
で
す
。

　
●
消
防
費

　

消
防
・
緊
急
活
動
の
経
費
の
ほ
か
、
消
防

設
備
の
維
持
管
理
等
に
使
う
お
金
で
す
。

●
議
会
費

　

議
会
運
営
の
た
め
に
使
う
お
金
で
す
。

●
商
工
費

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業
等
に
使
う
お

金
で
す
。
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令
和
８
年
度
予
算
は
原
則
と
し
て
義
務
的
経
費
及
び
、
こ

れ
ま
で
続
け
て
き
た
継
続
的
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業
並

び
に
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
連
携
し
て
進
め
て
い
る
事
業

や
緊
急
性
の
高
い
も
の
に
と
ど
め
、
行
政
経
費
の
削
減
合
理

化
に
努
め
た
骨
格
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

議
　
会
　
関
　
係

◇
議
員
報
酬	

１
８
２
７
万
６
千
円

◇
議
員
政
務
活
動
費
交
付
金

	

８
４
万
円

総
　
務
　
関
　
係

◇�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
一
括
代
行
業
務

委
託
料	

１
４
８
万
８
千
円

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
総
務
費
負
担
金

	

１
５
０
６
万
４
千
円

◇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
保
守
委
託
料　

	

１
８
２
６
万
６
千
円

◇�

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応

支
援
委
託
料	

４
１
８
万
円

◇
地
方
創
生
推
進
事
業
補
助
金

	

１
９
７
万
５
千
円

◇
村
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

	

３
０
０
万
円

◇�

特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
購
入
補

助
金	

２
０
万
円

◇
交
通
安
全
対
策
経
費

	

８
２
万
１
千
円

◇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

	

２
８
万
円

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

	

７
５
万
円

◇
地
籍
調
査
経
費	

５
２
４
８
万
円

◇
榛
原
駐
車
場
管
理
委
託
料

	

５
５
２
万
４
千
円

◇
空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

	

４
０
０
万
円

◇
大
学
生
等
通
学
時
バ
ス
利
用
補
助
金

	

２
７
８
万
４
千
円

◇�

戸
籍
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
造
委

託
料	

２
３
５
万
４
千
円

◇
戸
籍
中
継
サ
ー
バ
ー
保
守
委
託
料

	
３
１
万
９
千
円

◇�

吉
野
広
域
行
政
組
合
戸
籍
電
算
負
担

金	

６
６
万
７
千
円

◇�

村
長
選
挙
及
び
村
議
会
議
員
選
挙
経

費	

２
０
９
５
万
９
千
円

◇
経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
経
費

	

２
８
万
７
千
円

◇
ふ
る
さ
と
村
指
定
管
理
料

	

１
５
８
４
万
円

◇
や
は
た
温
泉
指
定
管
理
料

	

１
１
０
０
万
円

◇
た
か
す
み
の
里
指
定
管
理
料

	

１
６
０
６
万
円

民
　
生
　
関
　
係

◇
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

	

５
１
２
万
４
千
円

◇
村
民
生
委
員
活
動
費
助
成
金

	

１
４
７
万
円

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
繰

出
金	

１
５
０
８
万
５
千
円

◇�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
受
信
業
務
委
託

料	

８
８
万
５
千
円

◇
療
養
給
付
費
負
担
金　
　

	

４
３
３
０
万
８
千
円

◇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金　

 
	

３
９
１
万
９
千
円

◇
さ
く
ら
苑
運
営
費
負
担
金

	

２
５
８
６
万
６
千
円

◇
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費

	

８
４
９
万
２
千
円

◇
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助
成

	

１
１
９
万
６
千
円

◇
要
介
護
高
齢
者
紙
お
む
つ
支
給
助
成

	

６
７
万
円

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	
８
２
８
８
万
６
千
円

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
２
３
４
万
５
千
円

◇
障
害
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

	

１
７
６
万
６
千
円

◇
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

	

１
２
５
１
万
９
千
円

◇
地
域
生
活
支
援
事
業　
　

	

１
６
０
万
６
千
円

◇
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

	

８
０
４
０
万
４
千
円

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

	

１
８
万
円

◇�

未
熟
児
・
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
等

医
療
費
助
成	

１
７
３
万
３
千
円

◇
産
後
ケ
ア
委
託
料	

４
３
万
４
千
円

◇
妊
婦
支
援
給
付
金	

５
０
万
円

◇
児
童
手
当
費	

１
０
８
１
万
円

◇
人
権
啓
発
費	

８
０
万
５
千
円

衛
　
生
　
関
　
係

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
負
担
金

	

２
１
８
３
万
９
千
円

◇
各
種
健
診
委
託
料　

	

４
３
５
万
２
千
円
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◇
予
防
接
種
委
託
料

	

３
８
４
万
１
千
円

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金

	

９
８
万
５
千
円

◇�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金

	

８
８
万
２
千
円

◇
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
金

	
８
８
万
円

◇
不
妊
治
療
費
用
助
成
金	
７
５
万
円

◇�

公
衆
便
所
、
道
路
公
園
、
句
碑
等
清

掃
賃
金	

２
８
４
万
４
千
円

◇�

環
境
啓
発
推
進
員
設
置
事
業
経
費

	

９
６
万
円

◇�

吉
野
斎
場
運
営
管
理
負
担
金　

	

１
３
０
万
２
千
円

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

	

４
４
６
万
５
千
円

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

	

５
０
４
８
万
９
千
円

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計
出
資
金

	

２
３
２
１
万
１
千
円

◇
ゴ
ミ
収
集
委
託
料	

３
２
７
５
万
円

◇
村
内
ご
み
特
別
収
集
委
託
料

	

８
万
８
千
円

◇
生
ご
み
処
理
機
器
等
購
入
助
成
金

	

１
５
万
９
千
円

◇�

吉
野
広
域
行
政
組
合
最
終
処
分
場
管

理
負
担
金	

１
１
２
万
８
千
円

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

	

２
０
６
１
万
４
千
円

◇
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

	

１
１
１
８
万
２
千
円

農
　
林
　
業
　
関
　
係

◇
農
業
委
員
会
経
費	

１
４
０
万
円

◇�

有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助

金	

２
４
０
万
円

◇�

農
産
物
生
産
奨
励
補
助
金

	

１
８
０
万
円

◇
有
害
獣
駆
除
報
償	

３
３
５
万
円

◇�

東
吉
野
村
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

委
託
料	

７
３
９
万
８
千
円

◇
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
派
遣
負
担
金

	

７
９
９
万
８
千
円

◇�

林
業
事
業
体
体
質
強
化
対
策
事
業
補

助
金	

４
２
０
万
円

◇
村
産
材
生
産
促
進
事
業
補
助
金

	

６
３
０
万
円

◇
森
林
作
業
道
整
備
事
業
補
助
金
	

３
９
３
万
９
千
円

◇
住
民
安
全
確
保
対
策
事
業
補
助
金

	

１
５
０
万
円

◇�

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付

金	

５
５
８
２
万
３
千
円

◇
小
さ
な
道
の
駅
運
営
管
理
委
託
料

	

３
６
０
０
万
円

商
　
工
　
関
　
係

◇�

小
規
模
商
工
業
指
導
事
業
・
不
況
特

別
対
策
事
業
補
助
金	

２
２
４
万
円

◇�

地
域
特
産
品
等
販
路
拡
大
支
援
事
業

補
助
金	

７
６
万
円

◇�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業

補
助
金	

３
９
５
万
円

◇
種
苗
鮎
放
流
事
業
補
助
金

	

１
０
０
万
円

◇�

種
苗
鮎
放
流
事
業
特
別
災
害
支
援
補

助
金	

１
０
０
万
円

土
　
木
　
関
　
係

◇
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

	

１
５
万
円

◇�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助

金	

５
０
万
円

◇�

雪
寒
対
策
業
務
委
託
料

	

９
３
８
万
２
千
円

◇
村
道
草
刈
委
託
料

	

１
２
３
万
１
千
円

◇
村
道
危
険
立
木
伐
採
委
託
料

	

７
０
万
円

◇
道
路
維
持
補
修
工
事
経
費

	

２
３
３
０
万
円

◇
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
委
託
料

	

４
０
０
万
円

◇�
群
マ
ネ
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
負

担
金	

８
５
０
０
万
円

消
　
防
　
関
　
係

◇
県
広
域
消
防
組
合
負
担
金

	

８
６
９
９
万
７
千
円

◇
団
員
出
動
報
酬	

３
９
０
万
４
千
円

◇
避
難
所
自
家
発
電
機
設
置
補
助
金　

	

４
２
万
５
千
円

教
　
育
　
関
　
係

◇
学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計
繰
出
金

	

２
６
７
１
万
５
千
円

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
委
託
料

	

２
８
６
６
万
４
千
円

◇�

宝
蔵
寺
し
だ
れ
桜
再
生
事
業
委
託
料

	

８
４
万
９
千
円

◇
文
化
財
保
存
補
助
金　
　
　

	

４
８
万
６
千
円

◇�

高
齢
者
学
級
・
女
性
研
修
・
い
き
が

い
講
座
・
文
化
展
覧
会
等
経
費

	

７
５
万
８
千
円

◇
運
動
公
園
管
理
委
託
料	

６
５
万
円

◇�

運
動
公
園
内
造
園
地
下
刈
業
務
委
託

料	

６
５
万
６
千
円

◇
人
権
教
育
費	

１
９
８
万
６
千
円

そ
　
の
　
他

◇
公
債
費

　

・
償
還
元
金

	

２
億
７
６
９
４
万
９
千
円

　

・
償
還
利
子	

１
４
７
３
万
２
千
円

◇
予
備
費	

１
０
０
０
万
円
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予
算
額
は
３
０
４
０
万
２
千
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
１
２
９
万
９
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
委
託
に
伴
う
学
校
給
食
調
理
配
送

業
務
委
託
経
費
の
ほ
か
、学
校
給
食
施
設
・

設
備
の
維
持
管
理
経
費
等
の
経
常
的
経
費

が
主
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

園
児
・
生
徒
に
係
る
給
食
費
を
引
き
続
き

半
額
負
担
と
し
ま
す
。

　

予
算
額
は
２
億
４
４
１
３
万
７
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
３
１
３
８
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
と
し
て
は
保
険
税
を
３
３
６
６
万

円
見
込
ん
で
お
り
、
国
県
支
出
金
で
１
億

８
５
８
２
万
７
千
円
、
繰
入
金
１
６
４
８

万
５
千
円
と
繰
越
金
そ
の
他
で
８
１
６
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
諸
費
に

１
億
５
２
３
７
万
９
千
円
、
一
般
被
保
険

ビ
ス
等
諸
費
１
３
６
９
万
８
千
円
、
審

査
支
払
手
数
料
３
０
万
４
千
円
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
１
５
７
３
万
９
千

円
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

４
１
５
４
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

本
村
に
お
け
る
65
才
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
、
８
５
５
人
で
高
齢
者
比
率
は
約

５
９
．
９
２
％
と
高
く
、
現
在
の
介
護
認

定
者
が
２
１
５
人
（
認
定
率
２
４
．
８
％
）

で
す
。
う
ち
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人

が
の
べ
１
７
７
人
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

予
算
額
は
６
１
１
３
万
８
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
２
８
６
万
７
千
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
広
域
連
合
の
算
定
の
結
果
に

基
づ
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
し

て
３
６
３
０
万
１
千
円
、
一
般
会
計
繰
入

金
２
２
３
４
万
５
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
５
７
４
８
万
３
千
円
、
保
健
事
業

費
３
０
３
万
６
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
収
入
、
事
業
費
用
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３
９
９
３
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
資
本
的
収
入
２
３
２
１
万
１
千
円
、

資
本
的
支
出
７
４
７
１
万
４
千
円
で
、
不

足
す
る
額
５
１
５
０
万
３
千
円
は
過
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
２
０
３
１
万
７
千
円
、

当
年
度
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
１
３
万
６
千
円
、
当
年
度
損

益
勘
定
留
保
資
金
３
１
０
５
万
円
で
補
て

ん
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き

ま
し
て
、
収
入
は
給
水
料
９
７
３
万
２
千

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
一
般
会
計
補
助
金

５
０
４
８
万
９
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

支
出
は
、
村
内
14
施
設
の
維
持
管
理
経

費
１
億
３
５
７
９
万
８
千
円
が
主
な
も
の

で
す
。

　

次
に
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
き
ま

し
て
、
収
入
は
他
会
計
出
資
金
２
３
２
１

万
１
千
円
で
す
。

　

支
出
は
企
業
債
元
金
償
還
金
７
３
２
１

万
４
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

者
高
額
療
養
費
２
７
２
５
万
７
千
円
、
出

産
育
児
諸
費
２
５
０
万
２
千
円
、
葬
祭
費

３
０
万
円
、
県
単
位
化
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
４
６
１
０
万
５
千
円
、

保
健
事
業
費
４
２
５
万
９
千
円
が
主
な
も

の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
礎

と
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
予
算
額
は

４
億
９
５
８
９
万
９
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
１
万
５
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
介
護
保
険
料
５
８
６
０
万
７

千
円
、
国
県
支
出
金
で
２
億
２
７
０
０
万

１
千
円
、
支
払
基
金
交
付
金
１
億
２
７
３

０
万
６
千
円
、
繰
入
金
８
２
８
８
万
６
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
億
２
６
８
万
５
千
円
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
６
７
２
１
万
３
千
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
２
億
９
９
６

万
４
千
円
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
９
８
４
万
３
千
円
、
介
護
予
防
サ
ー

特
別
会
計
と
は
、
村
が
特
定
の
事
業
の
支
出
に
充
て
る

た
め
に
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
と
は
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

第
53
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
11
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計
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卒業生答辞

保護者と一緒に記念撮影

保護者、先生と一緒に記念撮影

みんなでお見送り

　

３
月
12
日
、
第
53
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
山
﨑
校
長
よ

り
、
２
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
山
﨑
校
長
に
よ
る
式
辞
、
樋
口
教
育
長
職
務
代
理
者
に
よ
る
告
辞
、
水
本

村
長
、
丸
井
村
議
会
議
長
に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
答
辞
で
は
、
代
表
の
明
後
蒼
輔
さ
ん
が
在
校
生
や
先
生
、
保
護
者

へ
お
礼
を
伝
え
、
今
ま
で
共
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
や
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
後
、
教
室
で
最
後
の
Ｈ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
正
副
担
任
の
先
生
か
ら
卒
業
生

に
餞
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

に
お
礼
を
伝
え
、
同
級
生
や
後
輩
、
先
生
方
と
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
、
見
送
ら
れ

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
へ
向
か
っ
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
第
11
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
２
名
の
園

児
が
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
方
や
保
護
者
、
先
生
、
そ
し
て
在
園
児
の

み
ん
な
か
ら
見
守
ら
れ
る
中
、
岸
本
園
長
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岸
本
園
長
や
松
久
保
教
育
委
員
、
水
本
村
長
、
松
谷
村
議
会
副
議
長
、

西
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
エ
ー
ル
を
も
ら
い
、
卒
園
児
、
在

園
児
が
お
互
い
に
お
別
れ
の
歌
と
こ
と
ば
を
贈
り
合
い
ま
し
た
。

　

卒
園
児
た
ち
は
凜
々
し
い
表
情
で
式
に
臨
み
、
返
事
や
退
場
を
す
る
時
も
年
長
組

ら
し
い
立
派
で
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
園
式
終
了
後
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
お
礼
を
し
、
在
園
児
や

先
生
方
に
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
、
元
気
一
杯
に
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
53
回
東
吉
野
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
11
回
東
吉
野
こ
ど
も
園
修
了
証
書
授
与
式

広 報 ひ がしよし の令和８年４月１日
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集合写真

会場の様子

別れの言葉

桝本君孝会長の挨拶

　

３
月
19
日
、
第
21
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
城
之
内
校
長

よ
り
、
８
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
城
之
内
校
長
の
式
辞
、
教
育
長
の
告
辞
の
後
、
水
本
村
長
、
丸
井
村
議

会
議
長
、
植
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、
在
校
生
か
ら
卒
業
生
に
対
し
、
小
学
校
で
過
ご
し
た
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
は
６
年

間
の
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
在
校
生
全
員
が
卒
業
生
を

感
動
の
中
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
人
権
教
育
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
30
人
が
参
加
し
た
こ
の
学
習
会
で
、
桝
本
君
孝
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
福
田
村
事
件
」の
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
映
画
を
通
し
て
、

差
別
が
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
多
文
化
共
生
の
た
め
に
必
要
な
想
像
力
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
21
回
東
吉
野
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

囲
碁
ボ
ー
ル

東
吉
野
小
学
校　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

人
権
教
育
学
習
会

広 報 ひ がしよし の 令和８年４月１日
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プレーの様子

低学年

中学年 高学年

　

２
月
28
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
村
体
育
協
会
主
催
の
囲
碁
ボ
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
20
名
で
、
村
体
育
協
会
津
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

囲
碁
ボ
ー
ル
は
49
目
あ
る
人
工
芝
マ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
木
製
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
白

と
黒
の
ボ
ー
ル
を
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
10
個
ず
つ
打
ち
、
縦
、
横
、
斜
め
に
３
目
か

ら
５
目
揃
っ
た
数
を
競
う
競
技
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
敵
味
方
関
係
な
く
褒
め
た
り
、
悔
し
が
っ
た
り
と
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
東
吉
野
小
学
校
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
字

小
川
出
合
橋
付
近
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と

し
て
、
児
童
た
ち
は
低
中
高
学
年
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
距
離
を
走
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
一
生
懸
命

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
走
り
、
た
く
さ
ん

の
仲
間
た
ち
や
保
護
者
、
先
生
方
の
拍

手
と
声
援
を
追
い
風
に
力
を
発
揮
し
、

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

囲
碁
ボ
ー
ル

東
吉
野
小
学
校　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

広 報 ひ がしよし の令和８年４月１日
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タイムトライアル

露の紫氏「落語」 桂笑金氏「落語」

集合写真

亜空亜ＳＨＩＮ氏「変面」 笑福亭純瓶氏「落語」

　

３
月
７
日
、
橿
原
市
の
橿
原
運
動
公
園
で
奈
良
県
内
の
小
学
生
ら
が
健
脚
を
競
う

第
21
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、
県
内

の
市
町
村
か
ら
約
３
０
０
名
の
児
童
が
参
加
し
、
東
吉
野
村
か
ら
は
東
吉
野
小
学
校

５
・
６
年
生
の
８
名
が
、
駅
伝
レ
ー
ス
と
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
走
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
た
す

き
を
つ
な
い
で
完
走
を
目
指
し
、
仲
間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
強
い
走
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
抜
け
た
児
童
た
ち
は
達
成
感
と
爽
快
感
溢
れ
る
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
東
吉
野
村「
寄
席
」を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
２

時
よ
り
開
演
し
、
橋
本
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
桂
笑
金
氏
、
露
の
紫
氏
、
笑
福

亭
純
瓶
氏
ら
落
語
家
の
方
々
に
よ
る「
落
語
」、
亜
空
亜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
氏
に
よ
る「
変
面
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
80
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
講
演
を
通
し
て
日
本

の
伝
統
芸
能
に
親
し
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
ま
ご
漁
解
禁

山
の
学
校
協
議
会　

第
11
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
開
催

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
出
場

東
吉
野
村
『
寄
席
』

広 報 ひ がしよし の 令和８年４月１日
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あまごの放流

あまご釣り

斧と薪割り機を使った薪作り体験

　

３
月
19
日
・
20
日
、
村
漁
業
協
同
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
和
歌
山
県
日
高

川
産
の
お
よ
そ
3
0
0
㎏
、
野
迫
川
村
産
の
お
よ
そ
3
0
0
㎏
の
あ
ま
ご
が
放
流
さ

れ
、
３
月
22
日
に
あ
ま
ご
漁
が
解
禁
さ
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
よ
り
村
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が
訪

れ
、
寒
い
中
ア
タ
リ
を
待
つ
姿
が
村
内
各
地
で

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
鮎
漁
も
解
禁
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

後
も
村
内
に
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

３
月
21
日
、
大
字
三
尾
で
、
山
の
学
校
協
議
会
第
11
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
村
活
性
化
協
議
会
協
力
の
も
と
、
村
内
外
か
ら
８
名
の
方
が
薪
作
り
ツ

ア
ー
に
参
加
、
薪
割
り
機
や
斧
を
使
い
、
薪
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

が
一
生
懸
命
作
業
に
励
み
、
時
間
内
に
多
く
の
薪
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ま
ご
漁
解
禁

山
の
学
校
協
議
会　

第
11
回
薪
作
り
ツ
ア
ー
開
催

広 報 ひ がしよし の令和８年４月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

４４
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

　

お
子
さ
ん
の
体
重
測
定
な
ど
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

※�

開
催
は
毎
月
第
３
水
曜
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

と
こ
ろ　

役
場
３
階
会
議
室

対　

象　

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者

同
士
の
交
流

持
ち
物　

飲
み
も
の

申
込
み　

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
４
月
13
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

期
予
防
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
お

子
様
は
、
４
月
以
降
、
新
た
に
令
和

８
年
度
分
の
依
頼
書
を
持
っ
て
医
療

機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
と
、
令
和
８
年
度
分
の
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
。
予
診
票
は
そ
の
ま

ま
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
予
防
接
種
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
５
月
以
降
に
個
別
に
ご
案

内
を
行
う
予
定
で
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助
成

開
始
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

対　

象

　

予
防
接
種
時
点
で
東
吉
野
村
に
住

民
票
が
あ
り
、
今
ま
で
に
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
、

満
50
歳
以
上
の
方
。

助
成
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
（
通
年
）

助
成
費
用

　

接
種
費
用
の
半
額

　
（
生
活
保
護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

助
成
回
数

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
、
組
換
え
ワ

ク
チ
ン
は
２
回
ま
で
。

方
　
法
　（
償
還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必

要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の

写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
に
対
応
す
る
窓
口
と
し
て
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼

児
の
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
、
育
児

な
ど
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
お

気
軽
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
５
月
号
広
報
折
込
チ
ラ
シ
に

各
種
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
掲
載
し

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
（
15
歳
未
満
）
の
急
な
病

気
や
け
が
で
受
診
を
迷
っ
た
ら

＃
８
０
０
０
！

　

子
ど
も
が
夜
間
や
休
日
に
突
然
体

調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
や
急
に
け
が

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ

れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

４
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
３
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
４
月
16
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

お
子
様
の
定
期
予
防
接
種
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
度
中
に
接
種
予
定
の
定

広 報 ひ がしよし の 令和８年４月１日
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を
し
て
受
診
を
迷
う
と
き
、
看
護
師

や
医
師
に
無
料
で
電
話
相
談
で
き
る

の
が
「
＃
８
０
０
０
」
こ
ど
も
救
急
電

話
相
談
で
す
。
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
と
き
は
奈
良
県
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
相
談
ダ
イ
ア
ル
「
＃
７
１
１
９
」

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

集
合
健
診
・
子
宮
頸
が
ん
個
別

検
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広

報
５
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
も
５
月
以
降
と
な
り
ま

す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

広
報
５
月
号
を
ご
確
認
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
予
防
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス

　

春
は
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
す

が
、
同
時
に
気
温
の
寒
暖
差
や
環
境

の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
自

律
神
経
が
乱
れ
、
血
圧
も
上
昇
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
ご
自
身
の
普

段
の
血
圧
が
ど
れ
く
ら
い
か
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
血
圧
の
測
定

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
普
段

か
ら
血
圧
を
測
る
機
会
の
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
で
血
圧
を

測
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

測
定
方
法

　

背
も
た
れ
の
あ
る
椅
子
に
座
り
、

上
腕
部
を
心
臓
と
同
じ
高
さ
に
保
ち
、

カ
フ
で
圧
迫
し
て
測
定
。

測
定
回
数
　
朝
晩
各
１
回
以
上
。

測
定
時
間

（
朝
）�

起
床
後
１
時
間
以
内
。
排
尿
後
、

朝
食
・
服
薬
前
、
座
っ
た
姿
勢

で
１
～
２
分
の
安
静
後
。

（
晩
）�
就
床
前
（
入
浴
や
飲
酒
直
後
の

測
定
を
避
け
る
）。
座
っ
た
姿
勢

で
１
～
２
分
安
静
後
。

※�

毎
日
同
じ
時
間
に
測
定
し
ま
し
ょ

う
。
医
師
の
指
示
が
あ
れ
ば
そ
の

指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
血
圧
基
準
値

　135

＼85m
m
H
g

未
満
（
治
療

を
さ
れ
て
い
る
方
の
目
標
は125
＼

75m
m
H
g

未
満
）

　

測
定
し
た
血
圧
は
毎
回
記
録
を
行

い
、
基
準
値
よ
り
高
い
数
値
が
続
く

よ
う
で
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
で
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

参
考
：
日
本
高
血
圧
学
会

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
４月１４日（火）

午後２時～３時 
予約必要

※受付締切４月９日（木）
奈良県眼科医会

内科疾患に関する

健康相談

４月２１日（火）

午後２時～３時
予約必要

※受付締切４月２０日（月）
奈良県医師会内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和8年4月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和８年４月１日
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東吉野村認知症講演会を開催しました
　３月６日に、若年性認知症当事者である平井正明氏をお招きし、「私から伝えたいこと～ひと
足先に認知症になった私からみなさんへ～これからも元気でいるために」というテーマでご講演
いただきました。
　約４０名の方がご参加くださり、認知症と診断されるまでの経緯や、診断された時の気持ち、
現在の活動、認知症の捉え方（新しい認知症観）、健康維持や日常生活の工夫など熱心に聴講され
ました。
　認知症は、特別なものではなく誰でもなりうるもの。早期診断と早期対応が重要です。地域包
括支援センターでは、認知症について心配に思っていること、困っていること、ご本人の話、ご
家族の話、近所の人の話など、ご相談をお聞きしています。電話でのご相談やご自宅にお伺いす
ることも可能です。お気軽にご相談ください。

　「認知症のことを知りたい」や「認知症の人との関わり方を知りたい」などの希望があれば、大
人向けの認知症サポーター養成講座も行っていますので、地域包括支援センターまでご相談くだ
さい。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者が、電話相談、来所相談、訪問相談等で対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に、暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談
をお受けするため、住民福祉課に窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　４月１５日（水）１３時～１６時　　場　所　役場３階会議室１
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に

お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
広 報 ひ がしよし の 令和８年４月１日

16



依頼者

社協

活動会員

よろず承り所
①発注・相談
草刈り
植木の剪定
草ひき等

②活動依頼
受付
作業内容

③日程調整
作業内容確認

④現場説明
実施報告書確認

⑤活動完了報告⑥請求書
領収書

よろず承り所　×　活動会員　×　大募集
☆よろず承り所の事業の目的
　地域の高齢者が、「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、
　①長年培った知識・経験・技能を生かして就業することにより、 
　②豊かで積極的な高齢期の生活と社会参加による生きがいを充実するとともに、
　③地域に活力を生み出し、地域社会の福祉と活性化に寄与することを目的としています。

☆よろず承り所の依頼募集
　よろず承り所とは、シルバー人材センターの役割を担う社協の事業です。
　ここ数年は依頼件数が減少しており、令和７年度は活動会員が２名で５０件の依頼を承りま
した。
　安心・安全はもちろんのことですが、仕事も丁寧を心がけていますので、ご利用よろしくお
願いします。
　ただし、高齢者の就業ですので、危険・有害な作業内容の仕事は、お引き受けしておりません。

☆よろず承り所の会員募集
　よろず承り所の会員は男女問わず５５歳以上であれば登録できます。
　現在は活動会員が２名しかおらず、経験豊富な会員を幅広く募集していますので、是非お問
い合わせいただきますよう、よろしくお願いします。

お問い合わせ先　　東吉野村社会福祉協議会事務局　担当　伊野
　　　　　　　　　ＴＥＬ　０７４６－４２－０４４１

作業料金（単価）

◎草刈り １，４００円／時間

◎植木の剪定 １，２００円／時間

◎草ひき・庭の掃除 １，１００円／時間

別途作業料金の１０％の事務費がかかります。

広 報 ひ がしよし の令和８年４月１日
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　春のやわらかな日差しが心地よい季節となりました。今年度も、毎日の給食時間が心待ちにな
るような、おいしく魅力ある給食作りに努めていきたいと思います。学校給食へのご理解・ご協
力のほど、よろしくお願いいたします。

　活発に運動するとエネルギーの消費量が増え、いろいろな栄養素が必要になります。たくさん
食べること（量）と、バランスよく食べること（内容）の２つを大切にしましょう。毎日の食事で
は、以下の６つをそろえると、運動に必要なエネルギーや体に大切な栄養素をかたよりなくとり
やすくなります。

次のうち、パセリの
仲間はどれでしょう？
①にんじん
②大根
③小松菜

こたえは①
　セリ科の野菜で、にんじんは主に根を食べますが、
パセリは葉の部分を食べます。他に、セロリや三つ
葉、パクチーなども同じ仲間です。パセリは歴史が
古く、古代ギリシャ・ローマ時代から栽培されてき
ました。アピオールという香り成分は、胃腸の働き
を助けたり、細菌を防ぐ効果もあり、料理に添える
ハーブとして世界中で使われています。

＼季節の食べものクイズ／

広 報 ひ がしよし の 令和８年４月１日

18

給食センターだより４月号給食センターだより４月号



移
住
相
談
員
の
悩
み

大
谷
彩
貴

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
大

谷
で
す
。
つ
い
最
近
ま
で
「
寒
い
、
寒
い
」
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
春
が
訪

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
四
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
に
東
京
か
ら
村
に
移
り

住
み
、
今
月
で
十
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
家
族
も
増
え
、

一
家
八
人
で
小
栗
栖
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

　

当
時
の
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
都
会
を
離
れ

て
東
吉
野
に
移
り
住
み
た
い
人
達
は
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
条
件
の
良
い
物
件
が
少

な
い
為
、
移
住
を
諦
め
る
か
、
他
の
地
域
へ
移
住

し
て
い
ま
す
。
私
は
村
の
移
住
相
談
員
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
私
が

相
談
を
受
け
た
方
は
十
八
組
。
四
月
以
前
か
ら
相

談
を
受
け
て
い
た
方
を
含
め
る
と
二
十
組
を
超

え
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
昨
年
は
五
組
（
七
人
）
の

方
が
、
東
吉
野
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
改
修
が
少

な
く
て
済
む
空
き
家
が
も
っ
と
紹
介
で
き
れ
ば
、

人
口
も
増
え
る
の
に
！
と
、
い
つ
も
悔
し
い
思
い

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
川
の
米
田
医
院
の
向
か
い
に
あ

る
「
カ
メ
ヤ
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
二
月
か

ら
様
々
な
方
が
喫
茶
店
を
し
た
り
、
教
室
を
開
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
い
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら

れ
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し協

力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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